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3.3.　社会が求める「創造的な問題解決の考え方」と適用分野
　2012年に著者は、TRIZの思想と方法を適用するとよい領域とテーマについて考察していた。図 5

のように、まず TRIZを中心に置いて、その特徴を描き、その周りに対象諸分野を大づかみに描いた。
そして各分野で TRIZの寄与が期待される大きなテーマを書き並べた。
　これらのテーマはすべて、TRIZだけでなく創造性技法のすべてが目指していることであり、それ
ぞれある程度の実績を挙げてはいるが、まだまだ不十分なことが多い項目ばかりである。著者は、そ
の不十分さの原因を考えて、「個々の創造性技法が個別にこれらの目標を目指そうとしているからだ」
と気がついた。これらすべての適用領域で人々が欲しているのは「個別の諸方法ではなく、さまざま
な領域に適用できて有効な、創造的な問題解決のための一般的な方法論（考え方と方法の体系）であ
る」ことを認識した。

　著者はこの観点から、2012年に次のような新しい目標／ビジョンを設定した［15, 10］：
　　　「創造的な問題解決と課題達成のための、一般的な方法論を確立し、

それを広く普及させて、
国中の（そして世界中の）さまざまな領域での問題解決と課題達成の仕事に適用する。」

　この目標の方法論を著者は、CrePS （「創造的な問題解決 / 課題達成のための一般的方法論 （General 

Methodology of Creative Problem Solving/Task Achieving）」）と名づけ、図 5の中心を TRIZから新たな目
標 CrePSに改めた。

3.4　一般的な方法論に統合するための考え方
　この新しい目標は、表１や図 4に示す多様な諸方法を、一般的な枠組みで統合することを目指す。
その枠組みとして、「6箱方式」が有効であり［10］、表 1の各アプローチを以下のように関係づける
ことができる。

図 5　創造的な問題解決の方法論が目指す適用分野とテーマの例。
当初は中心に TRIZ を置いて考えたが、より一般的な方法論 CrePSに改めた ［15, 10］
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　「6箱方式」は、「（h）総合的な方法論」であり、「（a） 科学技術の基本」と「（b）事例に学ぶ」こと
を、そのモチーフとして、また知識ベースとして取り入れている。「（c）問題・課題を整理・分析す 

る」は第 1箱、第 2箱、第 3箱に、「（d）アイデア発想を支援する」は第 4箱に、「（f）アイデアを具
体化する」は第 5箱と第 6箱に、それぞれ「6箱方式」の中のプロセスとして明確に採用している。「（g）
将来の予測、方向の提示」は、第 3箱中の理想のシステムの理解に対応しているとともに、問題解決
の一つの適用課題の面も持つ。「（e）メンタル面の重視」は、プロセス全体の運用の態度として、ま
た各プロセスの技法の中に取り入れている。
　ここに述べたのは概要的な方向であり、具体的な諸技法の統合は、（一部は以下の 4節、5節に説
明しているが）今後の大きな課題である。

3.5.　「現実の世界」における「6箱方式」の位置づけ
　「6箱方式」（図 1）では、問題解決のプロセスは、その問題が認識された「現実の世界」で開始さ
れ、（「思考の世界」での考察を経て）「現実の世界」で完了する。われわれがさまざまな問題に出会
い、それを解決したいと望んでいる現実の世界は、それぞれの場合で大きく異なる。そのような現実
世界を個別で異なるものだと考えるのでなく、適用したい領域に応じて、いくつかの異なるタイプの
「現実の世界」を想定する。例えば、企業での適用の場合なら、（図 6のように）典型的な企業活動を
含む一つの「現実の世界」を考える［16］。

　大事な要件は、「思考の世界」での問題解決プロセス（すなわち第 2箱から第 5箱に至るプロセス） 
が、「現実の世界」の中だけで考える問題解決プロセスよりも効果的・汎用的であり、問題のタイプに
依存することが少ないことである。本稿の主題である USITプロセスは、（次節で詳しく述べるように）
そのような要件を満たす、「思考の世界」での問題解決のための汎用の簡潔なプロセスである。
　解決策の実現のステップ（第 5箱から第 6箱）は、再び「現実の世界」（今の例では企業適用）に 

戻って実施されるもので、問題や解決策のタイプの違いに応じて調整する必要がある。

図 6　「現実の世界」に置いた「6箱方式」： 例：企業活動の場合 ［16］
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４．USITプロセス：その全体像
4.1　USITプロセスの全体像
　USITの全体プロセスを図 7に示す［10, 11］。図 7の左欄には「6箱方式」の主たる流れに沿った 6

箱を示し、中央欄には USITプロセスにおいて各箱で獲得されるべき主たる情報を記述している。右
欄は処理ステップと USITで使われる主要な方法を列挙している。各箱の情報や各ステップについて、
多様な問題に対しても USITの標準的なやり方を普通使うが、問題に応じた（比較的わずかな）調整
も行う。

4.2　問題を定義するステップ（第 1箱と第 2箱）
　「6箱方式」での問題定義（第 1箱および第 2箱）は、最初に「現実の世界」で行われる（2.1節参
照）。（例えば企業活動において）通常の問題解決法ではうまくいかないとその活動の責任者が判断し
たときに、創造的な問題解決を開始する。まず行うのは、現在の問題状況を把握・調査して、どのよ
うな問題が起こっているのか、どのような課題を達成したいのかを、認識することである（第 1箱）。
さらに問題を明確にし、絞り込んで、創造的に解決するべき問題や達成したい課題を明確にする（第
2箱）。

　そして、その解決策を創造的に考えるために USITを使った問題解決プロジェクト（「USITプロジェ
クト」）を興す。この際、「現実の世界」での活動（「親プロジェクト」）の責任者は、USITプロジェク
トの趣旨・目標・スケジュールなどを明確にし、問題の絞り込みや定義を行った責任者 / 担当者の中の
誰かを中心にして、適切な素養と多様性を持ったメンバを加えて USITプロジェクトチームを編成す
る。
　任務を託された USITプロジェクトは、「現実の世界」で行われた問題状況の認識（第 1箱）と問題
の定義（第 2箱）をレビューして、「思考の世界」の立場で改めて討議し問題の定義を確認する。USIT

が要求する確認・記述項目は：望ましくない効果 （何が悪いこと、困っていることか、1-2行の文で）、

図 7　USITの全体プロセス：6箱の基本概念、各箱の主たる情報、処理ステップ ［10, 11］
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課題宣言文（何をしたいのか、1-2行の文で）、問題のエッセンスを示す簡潔なスケッチ、考えられる
根本原因（複数可）、および、問題に関わる最小限のオブジェクト（構成要素）の組、である。これらが、 
「よく定義された具体的問題」（第 2箱）の内容である。これらの記述の簡潔性は、「現実の世界」で
の複雑・詳細な情報から本当に考えるべきエッセンスを取り出すことを要求し、同時に「思考の世界」
での考える自由さを確保することを意図している。

4.3. 問題を分析するステップ （A） 現在のシステムの分析（第 3箱）
　システムを分析するために USITが使う基本概念は、時間と空間の他に、オブジェクト（すなわち
システムの構成要素）、属性（すなわち、オブジェクトの性質のカテゴリ）、そして機能（すなわち、
一つのオブジェクトからもう一つのオブジェクトへの作用）である［1, 11］。システムの時間・空間
特性の分析をこのステップで必ず行う。それはときにはシステム要求中の矛盾（特に TRIZでいう「物
理的矛盾」（すなわち、一つのオブジェクトのある一つの属性に対して相反する二つの（値の）要求
が同時にあるという矛盾）を明らかにする。属性の分析では、すべてのオブジェクトについて（問題に）
関連する属性を列挙し、それらの属性の値を増大させたときに望ましくない効果を増大させるか、減
少（抑制）させるかを検討する。機能の分析は、オブジェクト間の機能的関係を図示し、もともとの
設計の意図を明らかにし、ついで問題（が起こる）メカニズムを明らかにする。これらの分析は、現
在の問題のメカニズムと、問題の根本原因を明らかにする。

4.4.　問題を分析するステップ （B） 理想のシステムの理解（第 3箱）
　この段階で理想のシステムのイメージを得ることを、USITでは必ず行う。前のサブステップで「物
理的矛盾」が見出された場合には、理想のシステムは矛盾する要求を別々に満足した部分解決策を組
み合わせて「同時に実現」したものとして設定できる［4, 5］。その他の通常の場合には、ユーザは理
想の結果を（それを達成する手段についてはなにも言及せずに）イメージしてスケッチに描くことを要
求される。USITでは（Altshullerの SLP（賢い小人たちのモデリング）を改良した）Sickafusの「Particles

法」を使う ［1］。

4.5. アイデアを生成するステップと USITオペレータ（第 4箱）
　（第 3箱で）現在システムと理想のシステムの両方を十分に理解したおかげで、USITでは多数の多
様なアイデアがスムーズに浮かび上がってくる（詳細は 6.1節参照）。さらに、USITは「USITオペ 

レータ体系」を持っていて、ユーザが多数のアイデアを体系的に生成するのを助ける（詳細は 6.2節
参照）。
　USITオペレータは、TRIZのすべての解決策生成法を図 8に示す方式で再編成して得られた［7］。
USIT主オペレータ５つは、それぞれ、オブジェクト、属性、機能、解決策の対、および解決策に作用 

する。それらの適用例は、USITマニュアルの記述の中で例示する（6節）。USITオペレータ体系の詳 

細は、Webサイト『TRIZホームページ』に掲載している［17］。3段階の詳しさの版（すなわち、簡
略版、標準版、拡張版）があり、TRIZツールと USITオペレータ間の双方向索引も掲載している。

4.6　概念的解決策を構築する（第 5箱）
　生成したアイデアの中からいくつかのアイデアを選択し、元の問題を効果的に解決してうまく働く
と考える解決策を構築することに進む。このステップにおいては、当該分野に関する素養が必要であ
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り、知識ベースを使用したり、チーム外の専門家からの支援を得たりして強化することができる。問
題解決のレポートと概念的解決策（第 5箱）の提案が、「思考の世界」で作業した USITプロジェク
トの最終成果である。

4.7.　現実の具体的解決策として実装する （第 6箱）
　そして問題解決の活動は、「思考の世界」の USITプロジェクトから、「現実の世界」の親プロジェ
クト（すなわち、もとの企業活動） に戻る。親プロジェクトでは、概念的解決策（第 5箱）の提案を
受けて、それを吟味し、段階を追って、実験・プロトタイプ・設計・製造などを行う。さらに、マー
ケティングなどを経てはじめて、実際の商品・サービス・プロセスなどとして実現される（「ユーザ
の具体的解決策」（第 6箱））。この実装・実現のステップは、「現実の世界」の価値基準で方向づける
必要があり、また、この段階に適切な諸方法を活用する必要がある。この実装段階は（「思考の世界」
を中心とする）USITの思考プロセスの外側にあるけれども、実際の問題解決の成功にとっては決定的
に重要である。

4.8.　CrePS/USITとその適用に関する資料
　「6箱方式」の概念と適用例は（拡張 TRIZ、USIT、CrePSなどの形で）、著者が諸学会やWebサイト
（特に『TRIZホームページ』［18］）で公表してきている。特に最近、CrePS/USITの資料一式（CrePS/

USITの文献リスト、USITマニュアル、USIT適用事例集、USITオペレータなど）をホームページに
掲載した［17］。

５．「6箱方式」で記述した USIT適用事例
5.1.　USIT適用事例の一般的な意図
　著者らは 1999年以来 USITプロセスの適用例をいくつも公表してきている。今回、それらを「6箱
方式」に基づいてまとめ直し、「USITマニュアル」［11］としてプロセスを記述し、そのプロセスと
スタイルに沿って記述した USIT適用事例集を作った［12］。これらは「6箱方式」、CrePS、および
USITの理解に役立つ。
　一方世界中には、TRIZその他の方法を使って創造的に問題を解決した優れた事例がもっと多数あ
り、さまざまな所で公表されている。それらをレビューして「6箱方式」のパラダイムで再構成する
なら、一般的な方法論 CrePSとそのプロセス USITの適用法を例示する優れた事例になる。そこで著
者は、他の著者たちが異なる諸方法を適用して問題解決した公表事例を選択して、それらを USIT適

図 8　TRIZの解決策生成法を USITオペレータ体系に再編成した ［7］
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用事例の形に書き替えることを始めた（例を 5.5節に示す）。このような書き替え作業は、他の諸方
法を理解し、統合するのに役立つ。

5.2.　USIT適用事例集
　図 9は、今までに和文と英文の両方で記述した USIT適用事例 10編の一覧である（ほぼ全編が著
者らの適用事例に基づく）。各適用事例は、約 20枚のスライドからなり、USITマニュアルに従った
USITでの手順の全体を記述している。適用事例の全文を公表している［12］。以下に４つの事例を簡
単に説明する。

5.3.　USIT適用事例１：針よりも短くなった糸を止める方法
　この適用事例［19］は、大阪学院大学での下田翼の卒業研究に基づいており、身近な問題に USIT

の標準的な手順を適用している。図 10（次頁上）に 4枚のスライド（a） ～ （d）でこの適用事例を説
明する［20］。
　この適用事例の全体像を「6箱方式」の形で 1枚のスライドにまとめたものが図 11（次頁下）であ
る。それぞれの段階ごとに獲得した情報のエッセンスだけを、各箱に示している。なお、この例では、
第 5箱の解決策案は十分に実用的で有効であるが、製品（商品）の段階までにはしていないので、第
6箱は空白にしている。

5.4.　USIT適用事例 3：水洗 トイレを節水化する問題
　図 12（次々頁）は、H.S. Lee & K.W. Lee［21］が TRIZで問題解決した事例を、著者が書きなおした
ものである。従来の水洗トイレは便を流すために多量の水を必要とする。原著者たちは、便器後部の
S字管が問題の根本原因で、これを「物理的矛盾」として定式化し、Altshullerの時間による分離の方
法で解決した。
　USITでは、問題の時間特性の分析において、S字管が「邪魔」だから、それを存在させる / 存在さ
せないという対立する要求 （すなわち、「物理的矛盾」）が認識される（第 3箱下部）。そして、理想の

図 9　USIT適用事例 10編（USITマニュアルに沿って記述したもの） ［12］
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図 10　USIT適用事例 1：裁縫で針よりも短くなった糸を止める方法。スライド （a） ～ （d） ［20］

図 11　USIT適用事例 1：裁縫で針より短くなった糸を止める方法。 6箱方式で表現した全体像 ［12］
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システムとは、S字管が通常は存在し、便を流すときには存在しないことだと理解される（第 3箱上
部）。第 4箱では、「時間に応じて（あるいは使用条件に応じて）パイプの形が変わればよい」という
アイデアが容易に得られる。そして、概念的解決策が第 5箱のように構築された。すなわち、原著者
らは、S字管部分を柔軟な材質のパイプにし、その途中を鎖で吊り上げて滑車を介して重りをつけて
おく。通常時は途中が上がっていて便器に水が張られているが、便を流し始めるとこの柔軟パイプ部
に水が入って（重りよりも）重くなりばたんと下に倒れる。便と水が流れ終わると柔軟パイプ部は軽
くなり、ひとりでに吊り上げられる。こうして、USITでは、物理的矛盾が早い段階でスムーズに認識
でき、Altshullerの分離原理による方法を第 3箱と第 4箱で適切に反映できる。

5.5.　USIT適用事例 4： 額縁掛けの問題
　図 13 （次頁上）には USIT適用事例の代表である、「額縁掛けで、掛けた後に額縁が傾かない／傾
きにくい方法を作れ」という事例の全体像を示す。この事例は、もともと Ed Sickafusがその USIT教
科書［1］で記述したもので、その後何回も筆者が推敲した［22］。この適用事例の焦点は、現在シス
テムの属性分析と機能分析をどのように表現するのがよいか、また、さまざまな有効なアイデアをど
のようにして生成するとよいか、であった。特にこの後者の課題への取り組みが、著者らを USITオ
ペレータ体系の開発に導いた［7］。著者らの最近の研究は、この問題もまた物理的矛盾の事例と理解
することに重点を置くようになった。すなわち、調節している最中は紐が釘上で滑らかに動き、調節
が完了した後は紐は釘上で動いてはいけない。これは物理的矛盾の例であり、その結果、概念的解決
策を選択する評価基準も見直すことになった（6.2節参照）。

図 12　USIT適用事例 3： 水洗トイレを節水化する問題。全体像 ［12］
物理的矛盾を TRIZで解決した事例（原著： H.S. Lee & K.W. Lee ［21］）
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図 13　USIT適用事例 4：額縁掛けの問題。6箱方式による全体像 ［12］

図 14　USIT適用事例 5：発泡樹脂シートの発泡倍率の増大。6箱方式による全体像 ［12］
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5.6  USIT適用事例 5： 発泡樹脂シートの発泡倍率を増大させる問題
　図 14 （前頁下）に示す適用事例 5は、化学工学における実際の技術的問題を扱っている。高分子
樹脂の発泡シートを製造するための技術開発の研究プロジェクトにおいて、発泡倍率を向上させる
ことが当面の課題であった。筆者はこの問題を、1999年に Ed Sickafus が指導した 3日間 USITト
レーニングセミナーに持ち込み、USITの Particles法を用いて 1日で解いた［23］。この適用事例は、
Particles法（アルトシュラーの SLPを改良・拡張したもの）、および時間依存のプロセスを扱った良
い参考例である。

６．USITマニュアルの例示：USITにおけるアイデア生成プロセスの詳細
　「6箱方式」（図 1）と USITプロセス（図 7）を説明したときに、人々がよく質問するのは、「アイ
デア生成ステップ（すなわち、図 1の第 3箱から第 4箱へ）を USITではどのように支援しているの 

か？」である。この質問に答えるために、USITマニュアル［11］の関係部分を以下に説明する。

6.1.　アイデアを生成するステップ（1）の説明
　上記の質問への第 1の答えは、「われわれが現在のシステムと理想のシステムをいろいろな観点か
ら理解しようとしている（すなわち第 3箱）とき、われわれの脳は活発に働いて、通常、さまざまな
アイデアが自然発生的に湧き出してくる」である。図 15（次頁上）はこのサブステップの説明をして
おり、標準の適用事例（すなわち、USIT適用事例 4）で例示している。USITはユーザに、「あなた
は第 3箱の段階で多様な観点から十分に問題を理解したから、永年の教育と訓練で得た自分の素養で
問題解決ができますよ」と薦める。なお、生成したアイデアをそれぞれ一般化するとともに、アイデ
アの全体を階層的な体系に組み上げる。これは USITの解決策一般化オペレータ（図 8の右下に示す）
を使用した、USITの体系的なアプローチの一つの例である。

6.2.　アイデア生成段階（2）の説明：USITオペレータでさらにアイデアを出す
　さらに、もっと多くのアイデアを体系的に生成する目的で、（TRIZの解決策生成法を再編して得た）
「USITオペレータ体系」を適用する。図 16 （次頁下）に、USITオペレータとその使い方を例を使っ
て説明している。より詳しくは、著者らの論文［7］と資料［17］を参照されたい。
　USITオペレータは、TRIZの 40の発明原理や 76の発明標準解よりも、体系化されていて適用しや
すい。しかし、もし、ユーザが TRIZの発明原理や標準解など（あるいは TRIZ以外のアイデア生成技 

法）にすでに精通しているなら、もちろんそれらを USITオペレータの代わりにこのサブステップで
使うことができる。

７．おわりに
7.1.　明らかになったことのまとめ
　本論文（および筆者の従来からの発表や論文）により、以下の諸点が明らかになった。

 ● 創造的な問題解決（あるいは、創造性とイノベーションの諸方法）の分野において、表 1に示し
たようなさまざまな個別技法（TRIZを含む）を統合・統一する一つの一般的な方法論（すなわち、
上位システムの方法論） が、社会に必要とされている。そのような一般的な方法論を CrePS と呼ぶ。

 ● 科学技術一般、および創造性とイノベーションの従来の諸方法（TRIZを含む）において、創造
的な問題解決の方法の全体は互いに重なり合う多様な部分・断片の集合になっていて、うまく体
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図 15　アイデア生成段階の説明 （1）：問題の理解に基づきアイデアが自然に誘発される ［11］

図 16　アイデア生成段階の説明 （2） USITオペレータを使ってさらにアイデアを拡張する ［11］
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系化されていない。その理由は、従来の「4箱方式」（図 2）というパラダイムが創造的な問題解
決に対してあまりうまく働かないからである。新しいパラダイムが必要である。

 ● 「6箱方式」（図 1）が創造的な問題解決のための新しいパラダイムとして役立つ。それは「現実
の世界」と区別した「思考の世界」を定義し、創造的な問題解決の全プロセスをガイドする。そ
の主たるプロセスは、問題を認識する、問題を定義する、現在システムと理想のシステムを理解
する、新しいシステムのためのアイデアを生成する、概念的解決策を構築する、具体的な解決策
を実装する、である。

 ● USIT（図 7）は、「6箱方式」を実行する創造的な問題解決のための簡潔で一貫したプロセスであ 

る。それはさまざまな問題に有効で実用的であることが示されている。

7.2.　今後の問題と課題
　今後考えるべきもっと多くの問題と達成するべき課題がある。それらは：

 ● CrePSのビジョンと「6箱方式」という新しいパラダイムを、一層明確にし、広く共有されるよ
うにする。

 ● 創造性とイノベーションの諸方法をさまざまなタイプの実問題に適用した事例研究を、体系的に
収集し、吟味し、記録して、CrePS方法論とそのプロセスを開発する基礎を形成する。

 ● さまざまなタイプの「現実の世界」での活動（図 6に示すようなもの）を、創造的な問題解決の
側面から吟味し分類して、創造的な問題解決のプロセスについての要件を明確にする。

 ● 「6箱方式」を実行するための「思考の世界」での諸プロセス（図 1）を、創造性とイノベーショ
ンのための諸方法を学び統合することによって、豊かで、有効で、それでいて扱いやすくする。

 ● 「現実の世界」のさまざまに異なるタイプと、それらの活動のさまざまなカテゴリに対応して、 
「思考の世界」での諸プロセス（例えば、USIT）を開発し、必要に応じて複数のバージョンを作る。

 ● 概念、方法、ツール、ドキュメントなどを、公開で広く知らせる。それらを産業、学界、教育、
出版とマスメディアなどの諸分野に積極的に普及させる。

 ● 創造性とイノベーションの多様な諸方法の研究者や推進者の協力を実現する。

　最後に、本稿で提唱している新しい目標／ビジョン［10］を再度掲げて、本論文を結ぶ。
　　    「創造的な問題解決と課題達成のための、一般的な方法論を確立し、 
　　　それを広く普及させて、
　　　国中の（そして世界中の）さまざまな領域での問題解決と課題達成の仕事に適用する。」
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